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Ⅰ 実証技術の解説 

 １ 要旨 

    加害獣種に対応した防護柵の設置は鳥獣被害防止に重要である。しかし、資材費用や管理労力を考慮し、多種類の獣

類に対応する防護柵を選択することは難しい。そのため、多様な種類の柵について対応獣種や費用、管理労力などにつ

いて比較し、防護柵を選択する目安を作成した。 

 

(1) 防護柵の資材費用、対応獣種、使用方法、設置場所を総合的に判断して設置する（表１）。 

(2) 電気柵は、20cm 間隔で 2 段設置する（図 1）。ニホンザルには 15cm 間隔で 6 段、ハクビシン・アライグマには、5cm

間隔で 2 段設置する。 

(3) 樹脂ネット複合柵は、2 段の電気柵の内側からポリエチレン樹脂製ネットを支柱に固定することで、通電線に触れや

すくする効果がある（図 2）。また、ニホンザルには、上部に通電線 2 本とアース線 1 本を追加する。 

(4) トリカルネット複合柵は、トリカルネット柵の 3cm 上部に通電線を張ることで、ハクビシン・アライグマも通電線に触れ

やすくする（図 3）。 

(5) ワイヤーメッシュ複合柵は、ワイヤーメッシュ柵の上部に 15cm 間隔に通電線を 2 本張り、ワイヤーメッシュをアース

にする（図 4）。 

(6) 導電性防草シートは、電気柵に使用することで高い電圧を維持でき、有効である（図 5）。 

    

 

 ２ 期待される効果 

(1) 多種類の防護柵から適切な防護柵を選択するための参考資料となる。 

 

 

 ３ 活用上の留意点 

(1) 通電線には絶縁性の支柱を使用する必要がある。 

(2) 樹脂ネットやワイヤーメッシュ、トリカルネットの下部に隙間ができないように設置する。 

(3) 電気柵において導電性防草シートを使用しても周囲から侵入した雑草対策は必要である。 

 

 

  



Ⅱ 具体的データ等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者  

  小野司 
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  平成 29 年度 
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図 2 樹脂ネット複合柵 

図 5 導電性防草シートの使用による

電気柵の高電圧の維持 

表 1 各防護柵の資材費用と対応可能な獣種、管理の目安 

図 4 ワイヤーメッシュ複合柵（おじろ用心棒） 

図 3 トリカルネット複合柵 

図 1 電気柵（イノシシ用） 


